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産学官セミナー 地理空間情報が拓く未来Ⅳ－防災GISとハザードマップ－

新しい地理空間情報活用推進基本計画

方針（一部）
・東日本大震災からの復興
・災害に強く持続可能な

国土づくりへの貢献

2012年3月24日閣議決定

目標
・地理空間情報高度活用社会

地理空間情報の整備・流通・活用

災害リスク情報を容易に得られる環境

ハザードマップが重要

本研究室の紹介 防災のためのGIS活用

 地震，津波，火山の噴火などは災害ですか？

有珠山噴火
2000月3月31日

奥尻沖地震，津波
1993年7月12日

北海道佐呂間町竜巻
2006年11月7日

写真提供：シン技術コンサル株式会社

■ もし，人間がいない土地で起こったら
地震，津波，火山噴火，竜巻 → 自然現象

人間による開発行為 社会的脆弱性（ヴァルネラビリティ）
の増大

■ 人間への人的被害や経済的被害 → 災害

■ 災害が起きる土地に住んでいるのだから，常に備える
必要がある．

■ そのためにハザードマップで危険を検討する．

『想定地震見直しに係る検討報告書』で取り上げられている想定震源域
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北海道防災会議地震火山対策部会地震専門委員会想定地震見直しに係るワーキンググループ（2011）により作成．

北海道の災害危険度は？
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北海道の災害危険度は？

東北地方
・主要都市・鉄道・高速道路が内陸 → 災害の復興拠点が被災地外
・他地域と陸路でリンク → 迅速・大量に他地域から人員・物資を輸送可能

北海道地方
・主要都市・鉄道が沿岸
→ 災害の復興拠点が被災

・他地域と陸路で繫がっていない
→ 他地域からの人員・物資輸送が困難

・空港へのアクセスが重要になる．

日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震の発生予測及び被害想定
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震
源
想
定

津波想定
ど
の
程
度
の
確
率
で
来
る
か
？

津波が来たらどの程度の被害が出るか？

自治体の
判断

震源想定だけでなく津波想定も必要

震源想定の対象とされる地震
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オホーツク沿岸は比較的安全

渡島半島および噴火湾沿岸は
対策が必要な自治体が多い

第9章 おわりに

釧路川

橋が通行規制される

局所的に標高が低い

鉄道の踏切が開かない

鉄道が高架になっていない

鉄道を越えられない

鉄道をまたぐ道路は渋滞

停電で信号機が点灯しない

川を越えなければ
避難場所に行けない

避難場所の標高が低い

避難場所が木造

低地が奥まで続く

市街地に高齢者が多く居住

防災分野における地理空間情報の問題

自然現象

マクロスケールの分析が
中心

地震や津波などに関する
自然科学的な研究

研究者など関連する組織
や人材が豊富

人・社会

メソ・ミクロスケールの分
析が中心

政策や避難などに関する
人文・社会科学的な研究

研究者など関連する組織
や人材が豊富

自然現象に関するマクロな研究成果を，ミクロな生活圏
レベルで活用し，防災計画を立案することが重要

マクロ

ミクロ

防災分野における地理空間情報の問題

自然現象

人・社会

地理空間情報に関する情報流通促進が急務

地理空間
情報

■ 情報補完
・使いにくい情報を使いやすく．
・初心者でもわかるようにマニュアル整備．

地震・津波

避難

■ データ使用許可の簡略化
・ワン・ストップ・エージェンシーの設立．

防災の全体最適を考える上で，
情報分野も充実させるべき
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釧路市の津波浸水想定域に居住する人口
（国勢調査各年版により推計）

14

釧路市の津波浸水想定域に居住する人口
（国勢調査各年版により推計）
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ネットワークボロノイ領域分割の手法開発

赤線はネットワークボロノイ領域分割の結果．【非浸水避難場所】 地域区分はネットワークボロノイ領域分割の結果．
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【非浸水避難場所】 地域区分はネットワークボロノイ領域分割の結果．
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【津波・非浸水避難場所】 地域区分はネットワークボロノイ領域分割の結果．
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【津波・非浸水避難場所】 地域区分はネットワークボロノイ領域分割の結果．
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津波浸水想定域における避難場所からの距離別人口
（2010年国勢調査各年版により推計，津波・非浸水避難場所のみ）
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津波避難ビル

宮城県『津波避難のための施設整備指針』平成24年3月

まとめ

 人間による開発行為と，それによって増大する災
害への社会的脆弱性（ヴァルネラビリティ）の双
方を考える必要がある．

 そのためには，自然現象と人文・社会現象を繋ぐ
地理空間情報の流通が不可欠である．

 今後は，この情報流通を前提とした「防災アセス
メント」のような仕組みが必要でる．
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ご清聴ありがとうございました．


